
Ｈ
Ｐ
で
移
住
定
住
か
ら
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
て
サ
ポ
ー
ト
！

長
野
県
辰
野
町
に
て

視察研修報告 　９月19､20日に２つの委員会合同で長野県
辰野町と長野県伊那市を視察しました。

　

令
和
５
年
９
月
19
日
、
所

管
事
務
の
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

長
野
県
辰
野
町
を
訪
れ
、

空
き
家
対
策
・
移
住
推
進
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

⑴
辰
野
町
の
概
要

　

辰
野
町
は
日
本
列
島
の
ほ

ぼ
中
心
、
中
央
ア
ル
プ
ス
と

南
ア
ル
プ
ス
の
間
に
位
置
し
、

自
然
豊
か
な
町
。
人
口
約
１

万
８
千
人
。
町
内
に
は
Ｊ
Ｒ

飯
田
線
の
４
駅
、
Ｊ
Ｒ
中
央

線
の
３
駅
が
あ
り
、
国
道
１

５
３
号
線
と
国
道
、
高
速
中

央
自
動
車
道
が
通
っ
て
い
る
。

平
成
か
ら
令
和
に
入
り
、
人

口
が
2
万
４
千
人
か
ら
１
万

８
千
人
、
世
帯
数
約
7
６
０

０
軒
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

⑵�

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み

「
た
つ
の
暮
ら
し
相
談
室
」

　

町
は
移
住
推
進
を
重
要
施

策
と
し
て
取
り
組
み
、
町
の

職
員
は
水
道
が
止
ま
っ
て
い

る
約
千
軒
を
一
軒
一
軒
自
転

車
で
回
り
、
細
か
く
状
況
を

⑶�

ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
と
充
実

し
た
支
援
策

　

家
財
道
具
の
処
分
、
リ
フ

ォ
ー
ム
、
仲
介
手
数
料
の
支

援
補
助
金
等
、
き
め
細
か
い

支
援
策
を
用
意
し
た
。
マ
ッ

チ
ン
グ
で
は
売
主
・
貸
主
が

移
住
者
を
選
ぶ
「
さ
か
さ
ま

不
動
産
」
な
ど
の
制
度
を
活

用
し
た
。

　

売
買
物
件
の
価
格
は
２
０

０
万
円
～
５
０
０
万
円
。
定

住
促
進
の
た
め「
移
住
体
験
」

や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

企
画
推
進
し
た
。
即
ち
、
不

動
産
所
有
者
と
移
住
希
望
者

の
両
方
の
立
場
に
な
っ
て
き

め
細
か
い
支
援
を
し
て
い
っ

た
。

⑷
移
住
実
績

　

平
成
26
年
～
令
和
４
年
の

９
年
間
で
、
空
き
家
登
録
数

２
３
８
件
、
成
約
数
１
７
７

件
。
成
約
率
約
75
％
（
全
国

平
均
は
50
％
以
下
）
と
高
い

成
約
率
と
な
っ
た
。
移
住
者

は
県
内
４
２
７
人
、
県
外
か

ら
１
６
４
人
。

《
総
務
産
業
委
員
会
》

　

職
員
が
情
熱
あ
る
対
応
を
し
て
い
る
「
た

つ
の
暮
ら
し
相
談
室
」
は
、
有
効
な
情
報
発

信
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
空
き
店
舗
を
借
り
て
集
ま
っ
た
イ

ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
お
店
を
開
い
た
り
、

遊
び
に
来
た
人
が
開
業
し
た
り
し
て
い
る
。

�

（
根
岸
）

　

５
年
間
の
空
き
家
の
成
約
率
が
７
割
余
り

と
極
め
て
高
い
。
要
因
は
、
専
任
の
職
員
を

配
置
、
お
試
し
移
住
の
実
施
、
情
報
発
信
協

力
隊
の
存
在
な
ど
成
功
の
「
カ
ギ
」
を
感
じ

た
。�

（
石
井
計
次
）

　

辰
野
町
は
中
央
・
南
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
、

清
流
天
竜
川
が
流
れ
、
自
然
環
境
良
好
。
空

き
家
物
件
価
格
も
低
廉
で
、
東
京
と
の
２
拠

点
生
活
者
も
現
れ
て
い
る
。
移
住
促
進
へ
の

職
員
の
熱
意
に
も
感
動
。�

（
日
坂
）

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
高
い
成
約
率
の
背
景
に

は
、
利
用
し
や
す
い
補
助
金
等
の
制
度
設
計
、

不
動
産
業
者
と
の
連
携
だ
け
で
な
く
、
何
よ

り
も
空
き
家
を
資
源
と
し
て
捉
え
て
取
り
組

む
職
員
の
熱
意
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

�

（
大
賀
）

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

登
録
件
数
、
そ
の
契
約
率
の
高
さ
、
更
に
は

職
員
の
取
り
組
む
情
熱
に
も
驚
い
た
。
環
境

や
市
場
の
違
い
は
あ
る
が
鳩
山
町
で
も
辰
野

町
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
い
。�

（
石
井
徹
）

調
査
事
項

空
き
家
成
約
１
７
７
件
の
辰
野
町
へ
視
察
研
修

総
務
産
業
委
員
会

視
察
研
修
を
終
え
て

調
査
し
た
。
結
果
５
２
９
戸

が
空
き
家
だ
っ
た
。
空
き
家

も
財
産
と
考
え
、
有
効
利
用

す
る
た
め
に
「
た
つ
の
暮
ら

し
相
談
室
」
を
開
設
し
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
の
る

体
制
を
作
っ
た
。
物
件
を
空

き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
し
て
も

ら
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
、

地
元
の
４
不
動
産
事
業
者
と

協
力
し
て
空
き
家
所
有
者
と

移
住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
開
始
し
た
。

⑸
ト
ビ
チ
商
店
街

　

と
び
と
び
の
店
舗
を
連
携

し
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
仲
間
作

り
と
ま
ち
お
こ
し
を
実
践
。

�

（
関
根
委
員
長
）
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令
和
５
年
９
月
20
日
、
所

管
事
務
の
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

長
野
県
伊
那
市
を
訪
れ
、

「
長
野
県
一
の
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
」
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

⑴�

マ
マ
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事

業

　

家
事
や
育
児
の
支
援
を
必

要
と
す
る
産
褥
期
の
母
親
の

い
る
世
帯
に
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、
精
神

的
及
び
肉
体
的
負
担
を
軽
減

し
産
後
の
生
活
を
支
援
す
る

事
業
で
、
対
象
者
は
一
歳
未

満
の
子
を
持
つ
保
護
者
で
す
。

　

伊
那
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
業
務
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
産
前
の
準
備
段
階
か
ら
、

本
人
・
ヘ
ル
パ
ー
・
保
健
師

で
話
し
合
い
を
す
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

ま
で
の
間
で
１
時
間
～
２
時

間
、
20
日
ま
で
。
１
時
間
あ

た
り
３
０
０
０
円
、
個
人
負

相
談
や
支
援
を
必
要
と
す

る
人

　

利
用
期
間
は
、
出
産
日
の

翌
日
か
ら
12
カ
月
を
経
過
す

る
ま
で
、
利
用
日
数
は
７
日

以
内
で
、
１
日
あ
た
り
利
用

料
の
10
分
の
７
に
相
当
す
る

額
を
補
助
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
利
用
件
数

は
11
件
、
宿
泊
利
用
が
多
い

と
の
こ
と
。

　

利
用
で
き
る
医
療
機
関
、

助
産
所
が
13
施
設
あ
り
、
広

域
で
連
携
し
て
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

長
野
県
が
、
助
産
所
の
設

置
費
用
を
補
助
し
、
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
出
産
で
き
る
よ

う
に
、
困
っ
て
い
る
こ
と
に

寄
り
添
い
、
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
だ
と
思
い

ま
し
た
。
鳩
山
町
も
広
域
で
、

医
療
機
関
、
助
産
所
等
、
施

設
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

�

（
中
山
委
員
長
）

《
福
祉
文
教
委
員
会
》

　

安
心
し
て
こ
ど
も
を
産
み�

育
て
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
・
し
く
み
作
り
は
、
必
須
要

件
。
伊
那
市
は
産
後
の
支
援
体
制
の
充
実
が

素
晴
ら
し
か
っ
た
。
鳩
山
で
も
で
き
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
た
い
。

�

（
野
田
）

　

長
野
県
伊
那
市
で
、
家
事
や
育
児
の
支
援

を
必
要
と
す
る
母
親
に
、
精
神
的
及
び
肉
体

的
負
担
を
軽
減
す
る
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
視

察
し
ま
し
た
。
育
児
の
大
変
な
母
親
の
休
息

等
、
利
用
者
全
員
の
不
安
を
改
善
で
き
て
い

る
こ
と
は
高
く
評
価
し
た
い
。

�

（
松
浪
）

　

９
月
20
日
伊
那
市
で
の
行
政
視
察
が
あ
り
、

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し

た
。
行
政
が
育
児
支
援
と
い
う
形
で
お
母
さ

ん
た
ち
に
寄
り
添
い
、
共
に
子
育
て
を
し
て

い
る
姿
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。�

（
小
鷹
）

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
の

産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
な
ど
妊
娠
・
出
産
・

育
児
に
対
す
る
切
れ
目
な
い
様
々
な
伊
那
の

施
策
。
鳩
山
で
も
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
コ

ツ
コ
ツ
と
行
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
清
水
）

調
査
事
項

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
サ
ポ
ー
ト　

長
野
県
伊
那
市

福
祉
文
教
委
員
会

担
金
５
０
０
円
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
利
用
者
数

は
８
人
で
直
近
３
年
間
は
大

き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
日
数
は
、
令
和
元
年
度

56
日
で
し
た
が
、
令
和
４
年

度
は
１
０
１
日
と
増
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
ヘ
ル

パ
ー
の
人
数
が
少
な
く
希
望

す
る
頻
度
で
訪
問
が
で
き
な

い
こ
と
、
今
後
の
利
用
者
の

増
減
予
測
が
難
し
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵�

産
後
ケ
ア
事
業

　

母
子
で
医
療
機
関
、
助
産

所
に
入
所
又
は
日
帰
り
で
必

要
な
支
援
を
受
け
る
制
度
を

利
用
で
き
る
。
伊
那
市
か
ら

補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
は

・�

出
産
後
、
身
体
的
・
心
理

的
ケ
ア
及
び
保
健
指
導
・

栄
養
指
導
が
必
要
な
人

・�

育
児
や
授
乳
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
指
導
及
び
相
談

が
必
要
な
人

・�

そ
の
他
産
後
の
経
過
に
応

じ
た
生
活
面
等
に
つ
い
て

子育て支援策の説明を受ける委員長野県伊那市にて
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